
ＪＡＳＰＡの安全安心活動

「日本福祉用具・生活支援用具協会」 （ＪＡＳＰＡ）
Ｊａｐａｎ Ａｓｓｉｓｔｉｖｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
「日本福祉用具・生活支援用具協会」 （ＪＡＳＰＡ）
Ｊａｐａｎ Ａｓｓｉｓｔｉｖｅ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

主な活動
①福祉用具のＪＩＳ・ＩＳＯ審議団体として、福祉用具の標準化や安全性等の策定。
②福祉用具の評価や安全・安心に関する情報の収集・事故対応策等についての検討
③介護保険制度・福祉関係法令・建築基準法・税制等の制度に関する提言

●設立：平成１５年４月（前身団体平成８年）
●会員：１２５（正会員８５社）
●構成：福祉用具メーカー（約９０％）・輸入販売事業者・流通

研修部会

企画事業部会調査部会

標準化部会

流通部会

国際交流部会広報部会

機能別部会品目別部会

段差解消機部会

リフト部会

義肢装具部会

歩行器・歩行補助器部会

電動車いす部会

ベッド部会

車いす・姿勢保持部会

入浴・排泄部会

床ずれ防止用具部会

情報機器部会

手すり部会 安全安心部会



25.3%

74.7%

製品起因が疑われる事故 製品起因による事故ではないと判断

福祉用具重大事故原因 （原因判明分）

１．身体機能
運動機能の低下⇒転倒・転落のリスク大

２．心理特性
新しいものへの適応に時間がかかる⇒適応が難しい

３．認知機能障害の利用者が増加

高齢者利用者が増加

製品対策
（安全性向上）

ヒューマンエラー対策
（注意喚起や現場の対応）

JASPA「福祉用具事故情報」から集計
（平成26年5月末現在）

安全安心部会安全安心部会

部会設立：平成１９年７月

会員構成 会員数

福祉用具メーカー ２０社（６８．９％）

福祉用具輸入事業者 ２社（６．８％）

福祉用具レンタル卸事業者 １社（３．４％）

流通事業者 ４社（１３．７％）

その他（損保会社、財団） ２社（６．８％）

合計 ２９社

【目的】
福祉用具を安全安心に利用頂くために、様々なシステ
ムを構築・実践し、医療・介護の向上に貢献する
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ＪＡＳＰＡ「特別賞」受賞ポイントＪＡＳＰＡ「特別賞」受賞ポイント

１．福祉用具の規格化・基準化の推進
・介護保険対象機器のＪＩＳ化推進
・日中韓福祉用具の国際基準の標準化

２．安全レベルの向上を目指した業界ガイドライン等の策定
・福祉用具の取扱説明書作成のガイドライン
・品質に関するマネジメントシステムの策定と講習会の実施

３．幅広い福祉用具関係者に対しての安全情報提供
・利用者、流通事業者、ケアマネジャー、セラピスト対象のセミナー実施
・政府機関公表の福祉用具に関連する製品事故情報と品目別注意喚起ツール作成
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１．福祉用具の規格化・基準化１．福祉用具の規格化・基準化

介護保険制度の福祉用具対象種目
貸与（レンタル）種目 販売対象種目

車いす 腰掛便座

車いす付属品 自動排泄処理装置（交換可動部品）

特殊寝台 入浴補助用具

特殊寝台付属品 簡易浴槽

床ずれ防止用具 移動用リフトのつり具

体位変換機

手すり

スロープ

歩行器

歩行補助杖

認知症徘徊感知器

移動用リフト（つり具除く）

自動排泄処理装置
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２．安全レベルの向上を目指した業界ガイドライン等の策定２．安全レベルの向上を目指した業界ガイドライン等の策定

福祉用具の安全品質マネジメントシステム
（ＪＡＳＱＭ） Ｐ２５０

「安全で顧客にとって魅力ある品質を持つ福祉用具」
提供するための「品質マネジメントシステム」

ＪＡＳＰＡ安全安心製品開発・製造システムガイドライン
（ＪＡＳＤＳ）

「安全で顧客にとって魅力ある品質を持つ福祉用具」
提供するための「開発企画」～「量産」プロセス
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福祉用具取扱説明書 

ガイドライン 

日本福祉用具・生活支援用具協会

（ＪＡＳＰＡ） 

安全安心部会 

目  次  

   

１， ガイドラインの目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

２， 取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

３， 用語の定義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

４， 取扱説明書作成の原則・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

４－１ 正しく、快適に利用戴くために 

４－２ 安全に利用戴くために 

 

５， 取扱説明書記載事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

５－１ 読みやすさ（JIS S 0137 7.2） 

５－２ 色 

５－３ 記載項目の詳細・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

（１）製品分類  ～別表 1 

（２）製品名   ～別表 1 

（３）型式・型番 ～別表 1 

（４）お願い   ～別表１ 

（５）目次（JIS S 0137 7.11）～別表 2 

（６）写真またはイラスト（JIS S 0137 7.7）～別表 1 

（７）安全事項  ～別表 4 ・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

（８）機能と性能 ～別表 5 ・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

（９）設置・組立てと付帯工事 ～別表 6 

（１０）使い方    ～別表 7 

（１１）適合調整方法 ～別表 5，10・・・・・・・・・・・・・・９ 

（１２）保守・整備  ～別表 9・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

（１３）トラブルへの対応 ～別表 9 

（１４）改造       ～別表 9 

（１５）廃棄または撤去の方法と注意 ～別表 12，13 

（１６）保証とアフターサービス   ～別表 15，18 

５－４ 記載事項別表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

 

    

 

 

1.利用者・家族
2.流通事業者
3.ケアマネージャー

理学療法士・作業療法士等

２．安全レベルの向上を目指した業界ガイドライン等の策定２．安全レベルの向上を目指した業界ガイドライン等の策定



３．幅広い福祉用具関係者に対しての安全情報提供３．幅広い福祉用具関係者に対しての安全情報提供

【セミナー活動】
●国際福祉機器展（東京） バリアフリー展（大阪）
●利用者、流通事業者、ケアマネージャー、セラピスト、医療・介護関係の学生

福祉用具に潜む危険
～安全安心にお使いいただくために～

医療関係者になり患者さんに関わ
る時に、車いすなどを用いてのリ
ハビリを行う時、気をつけなけれ
ばいけないと改めて思いました。
（学生）

情報発信

幅広い福祉用具関係者に対しての安全情報提供幅広い福祉用具関係者に対しての安全情報提供

ホームページ「事故情報」
・福祉用具重大事故情報掲載
・品目別注意喚起情報掲載

①介護ベッド
②電動車いす
③車いす
④床ずれ防止用具
⑤介護リフト
⑥据置・突っ張り型手すり



部会

ＷＧ１～３

基本活動基本活動

・ＪＡＳＰＡ事務局（東京都港区）において、
『ＷＧ（ワーキングループ）1～３』と『安全安心部会』を隔月開催

各ＷＧ報告
及び議論

「２０１３年３月８日 ＪＡＳＰＡ研修会」
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製品安全対策優良企業表彰を知るきっかけ製品安全対策優良企業表彰を知るきっかけ

「製品安全とＵＤに対する取り組み」 １３：４０～１４：４０
株式会社バンダイ プロダクト保証部
品質マネジメントチーム
経済産業省製品安全対策優良企業表彰
２０１２年「経済産業大臣賞」受賞

第１部 製品安全対策を優良企業に学ぶ

ー事例で学ぶー
「製品安全対策」と「独自性の構築」
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応募に際し応募に際し

動機
「活動内容を第三者に客観的に評価してもらいたい」

評価が高い→活動の確信につながる→推進力
評価が低い→活動の改善につなげられる

準備
特別の準備はなく、今までの活動内容をありのままに答える
→活動内容を分かりやすく伝えよう
→今までの活動内容の整理が出来た

テンション
応募したというだけで部会員のテンションが上がった
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「特別賞」受賞後「特別賞」受賞後

部会員のモチベーション向上
ある部会員のＦａｃｅｂｏｏｋより
「ＪＡＳＰＡ安全安心部会員として、この受賞に少しでも関わ
ることができて、誇りに思っています。これからも業界全体で
安全な福祉用具を提供する仕組みづくりに寄与していきた
いと思っています。関係者のみなさん、よろしく！」

反響
・業界紙からの取材依頼
・日本最大の福祉機器展示会「国際福祉機器展（ＨＣＲ）」
（平成２６年１０月１日～３日 東京ビックサイト）
→「ＪＡＳＰＡブース」でロゴを活用し大々的にアピール予定


